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国内唯一の球面石垣・天球丸の巻石垣

　鳥取城跡は標高263ｍの久松山に占地
し、主に山頂部と山麓部に石垣が残され
ています。このうち、山麓部の山下ノ丸
においてのみ、石垣修理が行われてきま
した。ここで示した石垣修理の歩みは、
長い歴史の中で、文化財としての石垣修
理について記載したものです。

鳥取城跡の石垣修理の歩み

二ノ丸三階櫓周辺石垣（昭和34～40年度）

西坂下御門周辺石垣（昭和42年度）

菱櫓下周辺石垣（昭和43年度）

坂下御門周辺石垣（昭和45～46年度）

内堀石垣（昭和47～49、51年度）

西坂下御門上石垣（昭和51年度）

二ノ丸表御門北側石垣（昭和53年度）

天球丸風呂屋御門石垣（昭和54年度）

二ノ丸走櫓周辺石垣（昭和54～57年度）

楯蔵下段石垣（昭和56・57年度）

二ノ丸菱櫓周辺石垣（昭和58～62年度）

二ノ丸三階櫓下石垣（昭和63～平成3年度）

天球丸北側石垣（平成元～8年度）

南坂下御門北階段脇石垣（平成2年度）

扇邸石垣（平成9年度）

太鼓御門北側石垣（平成10・11年度）

楯蔵周辺石垣（平成12～15年度）

天球丸南側石垣（平成16～20年度）

天球丸巻石垣（平成22・23年度）

天球丸腰石垣（平成25～27年度）

内堀石垣（平成28年度）

中ノ御門周辺石垣(平成29～令和4年度予定）
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二ノ丸・三階櫓周辺石垣

二ノ丸・走櫓周辺石垣

　二ノ丸三階櫓周辺の石垣は、元和７年（1621）頃までに
池田光政によって創建されと考えられ、享保13 年（1728）
に修理されたものです。
　鳥取城跡において文化財石垣として初めての修理が行
われ、当時は破損の著しい角石の大部分が取り替えられ、
安定した構造体として修理されました。一方、当時他城郭
では、ほぼ残されなかった工事写真が国内最多規模で残さ
れており、全工程が江戸時代の工法そのもので、人力に
よって修理されていたことがわかります。

天球丸・北側石垣

　二ノ丸走櫓周辺は、元和7年（1621）頃までに池田光政によって創建されたと考えられます。昭和
40年代以降、人力から重機による修理に変化していきますが、解体する石垣を写真測量によって記録
保存する試みが日本で初めて実施されるなど、文化財的調査を重視する取り組みが始まりました。ま
た、現在の二ノ丸は、もともと高さ3.2m程度の石垣の前面に犬走りを設けて、高さ約10mの石垣を築
き足したことが判明しました（写真①）。さらに、石垣面に見られる角部は、調査によって外面に直交
する石垣が続かないことが判明し、創建時の作業工程上の区画を示すものと想定されています（写
真②）。なお、三ノ丸側の犬走りを構成する石垣石からは石垣内部側で刻印が見つかりました。創建
時、石材を現地調達した鳥取城では石材に刻印が施されること自体が珍しいことから、修理時には、
刻印面を外側に向けて積み直されています（写真③）。

　平成に入ると、修理に伴って石垣内部の発掘調査が実施されるようになり、鳥取城でも全国に先駆
けた取り組みが始まります。天球丸の城下側に大きく張り出した石垣は、もともと屈折ピラミッドの
ような様相を呈していましたが（写真④）、屈折部分で石垣の継ぎ足しが判明しました。また、天球丸
の中央部地下から、屈折部分の高さを底面とする石段（写真⑤）も見つかり、少なくとも天球丸北側
は元来2段に区画されていたこともわかりました。なお、発掘調査成果や、絵図などの検討から、
現存する天球丸の姿は、正保元年（1644）までの池田光仲の時代に整備されたと考えられています。

　石工棟梁は上月保左ヱ門（現・
鳥取県八頭町船岡）が務め、三階
櫓入口階段左側天端角石裏に銘
が刻まれています。

天球丸・巻石垣
　文化4年（1807）頃に背後の石垣崩落防止のために
築かれた補強石垣で、平成23年度（2011）に復元完成
しました。それまでの文化財の石垣修理は、創建時の
姿に復することが一般的でした。しかし、鳥取城跡で
は、江戸時代の補強による石垣修理は、その当時の石
垣保全の在り方を示す大切な事象であるという認識の
もと積極的に再現し、我が国の石垣修理の在り方に一
石を投じました。

「かぐらさん」による解体

写真❶ 写真❷ 写真❸

天球丸・腰石垣
　美術工芸品の文化財修理が修理前後の見分けがつかないほど高度な修理であるのと同様に、平成
25年度以降、鳥取城の石垣修理も、修理前後が分別付かない修理を目指しています。この修理手法は
「石が戻りたいところに戻す修理」と称され、極めて高度なものです。また、石垣内部の栗石も、現在
は、職人が一石ずつ石の形状や大きさを見極めて丁寧に組むように配石しながら締固めを行ってお
り、徹底した伝統工法により石垣全体の安定性を高めています（写真⑥）。

修理前 修理後 写真❻

修理前の様子

「石吊り」による運搬

角石の加工 角石の設置

写真❹ 写真❺
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し、主に山頂部と山麓部に石垣が残され
ています。このうち、山麓部の山下ノ丸
においてのみ、石垣修理が行われてきま
した。ここで示した石垣修理の歩みは、
長い歴史の中で、文化財としての石垣修
理について記載したものです。

鳥取城跡の石垣修理の歩み

二ノ丸三階櫓周辺石垣（昭和34～40年度）

西坂下御門周辺石垣（昭和42年度）

菱櫓下周辺石垣（昭和43年度）

坂下御門周辺石垣（昭和45～46年度）

内堀石垣（昭和47～49、51年度）

西坂下御門上石垣（昭和51年度）

二ノ丸表御門北側石垣（昭和53年度）

天球丸風呂屋御門石垣（昭和54年度）

二ノ丸走櫓周辺石垣（昭和54～57年度）

楯蔵下段石垣（昭和56・57年度）

二ノ丸菱櫓周辺石垣（昭和58～62年度）

二ノ丸三階櫓下石垣（昭和63～平成3年度）

天球丸北側石垣（平成元～8年度）

南坂下御門北階段脇石垣（平成2年度）

扇邸石垣（平成9年度）

太鼓御門北側石垣（平成10・11年度）

楯蔵周辺石垣（平成12～15年度）

天球丸南側石垣（平成16～20年度）

天球丸巻石垣（平成22・23年度）

天球丸腰石垣（平成25～27年度）

内堀石垣（平成28年度）

中ノ御門周辺石垣(平成29～令和4年度予定）
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